
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

・瑞三学びプロジェクト
・協同的な学び（学び合
い）の充実
・家庭学習と補習

・区学力調査におけ
る区平均以上の得点

C C

区平均には届いていない

B C

国語科、英語科に課題がある。

B

・瑞三学びプロジェクト
のレベルアップ

・学習の基盤となる資質・
能力の育成
・探究的な学びのスキル習
得

・探究的な学習活動
の取組９５％

B B

各学年で取り組んでいる

B B

各学年で取り組み、三年では卒
業研究をすることができた。

B

・探究的な学びのスキル
習得

・公共図書館巡回職員によ
る探究学習の授業の実施

・各学年、学期に
１回ずつ実施

B B

各学年で取り組む予定

B B

図書館巡回員による図書室の充
実を図り、本校生徒作成のポッ
プが東部図書館に展示された。 B

・図書館を活用した学習
機会の増加

・生活改善週間の実施 ・学期に１回、２週
間実施

B B

取り組んでいる

B B

学期に１回実施した。

B

・集中ナビの活用による
自己管理の推進

・食や健康に関する指導の
実施

・年１回以上

C C

未実施

B B

年１回開催。

B

・食育の充実

・こころプロジェクト
（教育課題実践校）
発達支援的・課題予防的生
活指導の充実

・SGE、SST等の
グループアプローチ
を月１回以上実施 B B

各学年で実施するとともに、校
内研修会を実施

B B

教育課題実践校として、各学年
で授業公開を行い、次年度に向
けて新たな計画を立てることが
できた。

B

・年間計画に沿って実施
する。
・年３回のエゴグラムの
実施

・道徳、学活等の充実 ・いじめに関する学
習を年３回以上実施

B B

各学年で実施している

B C

ふれあい月間、アンケート、授
業実施等しているものの、いじ
め未然防止をすることができて
いない。

B

・こころプロジェクトの
継続による絆づくり
・早期発見、未然防止の
徹底

・校内別室登校指導の
　充実
・不登校巡回教員の活用

・校内別室登校生徒
への毎日の支援
・週１回不登校巡回
教員による家庭訪問

A A

校内別室の施設の充実を図っ
た。
家庭訪問は毎週実施している。 B A

校内別室の有効活用、充実を図
ることができ、生徒が自分の居
場所とすることができている。 A

・校内別室登校の更なる
充実

前年度までの本校の現
状

・探究的な学習活動の実施９０％以上
・PTAと生徒会による共同プロジェクト「瑞三から世界へ～１７の笑顔～」の実施

・学び続ける生徒の育成
・支える生活指導の充実
・みんなが幸せな学校づくり

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

令和７年度　江戸川区立瑞江第三中学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
・自ら学んで、自己を高める生徒　【知性】（知）
・人を大切にして、共に生きる生徒【敬愛】（徳）
・心身が健やかで、活力のある生徒【健康】（体）

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

・夢と希望を育む学校
・自己実現に向かう生徒
・自ら学び続ける教職員

体
力
向
上

授業改善による
学力向上

探究的な学習活動の充
実

学
力
向
上

読書科の更なる充実

健康的で活力ある
生活習慣づくり

支
え
る
生
活
指
導
の
充
実

学級経営の充実

いじめ指導の充実

不登校対応の充実



・セルフコントロール、行
事の精選、部活動改革

・時間外在校時間
８０時間超を０に

B B

取組中

B C

月１定時退勤推奨日を設定し、
声掛けをしているが、実行率は
非常に低い。 B

月１定時退勤推奨日の実
施

・研修、研究会への参加 ・年１回以上は校外
における研修会に参
加 B B

取組中

B B

自ら研修に参加する教員は固定
されている。

B

・教員のセルフコント
ロール・セルフケア

・OJTの推進
指導者・メンターによる指
導、支援の充実

・初任者、２年次教
員およびメンターへ
のメンタルヘルス相
談実施

A A

取組中

B B

新規採用教員が多いため、OJT
と共にメンタルヘルス相談を２
回実施した。 B

・メンタルヘルス相談事
業の実施（年２回）

・人権感覚、人権意識の向
上
・教育の場に相応しい
言語環境

年１０回の校内研修
における学習

B B

取組中

B B

教育の場に相応しい言語環境は
未達成。

B

・ハラスメントの防止の
徹底
・接遇５原則の徹底

・発達特性のある生徒や不
登校生徒への指導の工夫

週１回の特別支援委
員会における
SSW、SC、不登校
巡回教員との連携

B B

取組中

B A

特別支援委員会や巡回指導を通
して、適切な支援を行うことが
できたため、目標を達成し退室
する生徒が増えた。

B

・SC、SSW、エンカ
レッジサポーター等の人
材活用

・瑞三から世界へ～１７の
笑顔～の発展
持続可能な取組へ

・海外への寄付と国
際交流の実施
（年１回） B B

取組中

B A

昨年度同様実施し、今年度は回
収したものを開発途上国の子ど
も達へのワクチン接種に役立て
ることができた。

A

継続実施

・防災訓練、区主催のボラ
ンティア等への参加

・年３回以上

B B

取組中

B A

地域の行事に積極的に参加する
ことができた。

A

継続実施

み
ん
な
が
幸
せ
な

学
校
づ
く
り

人材育成

働き方改革

やりがいの創造

地
域
社
会
に
開
か
れ
た

学
校
の
実
現

PTAと生徒会の共同プ
ロジェクト

ボランティア活動や地
域行事への
積極的な参加

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
教

育
の
推
進

人権尊重

特別支援教育の充実


